
防じめに

私たちの『障がい.\I~の赦疎後11:削を.Jjえる会』 は 20C も 年に立ち i げられ、今年で " ~F 1;1 

を迎えま寸.聞がいのある子どもたちが今よりもっとう応酬 守、段かな紘'3!後を崩ごせない

かと.Jjえている大分大学~I'. I G 4'，で製作柄融し ζいる1:1主的なザークルでサ.この会は、学

生が主体となって前勤している取り組みに対し て大分大ワがJ<慢す る 『折きいきプ口ジェ

ク1-J 1こa参加しています.
会的I{;酬としましては、 200611にはアンケート作成・副作シンポジウムを行いました.

この"的としましては、干どもたちのおかれた現状や政臥;u)叫いを災i(ij化すること守、闘

がいのある Fどもたらやその川山の方々にとって、政w後に対寸るエーズがあることがあ
ることをIJ1らかにするとともに、それを村会の川固として侃えることがあります.京た、

2∞?匂'.3 ) 1に ンンポジ少ムの側f，iiSを大分合同新聞"のご協力によって発刊させていた

だき"した.あわせて 附がいのあるイ戸ど私たちを対級とした『日まつり』を 2ilo組けて

行い子どもたちの礎敵な笑剖にu¥会うことができました.

このような会の前動から見えたものは、子どもたちにとって吋たり仙である通産ぶ愉判が

保障されていないこと、そして、以肢にかかるj>他が大きいというこどです〉 子ども岬代

に線々な鋭験をす ることが、 .(.どもの成長 ・発途に大きく彬併してくると私たちは均えて

いま寸.しかしながら聞がいがあるがゆえに 鮮抽ずる 雌ぶ機会金脈われているよfども

たちの別状が存自しているのeす.これらのIJ!状4を より多くの入に知ってもらい J I~J，成

金体でこのIIU岨に取り制むことが 子どもたちの阪かな級制後をl¥ることにつながると、

当会では考えていま一九

そこで今回は、 f聞がいのあるγどもたちに肢かな脱線後をリ をテーマと した跡前会を

l則くことにしました.今回、限前会を聞くにあたって大分大ゃから資金而での盟WJを畳け

たことをご制介させていただき議す.大分大学で除、 『大分大学術きいきプロジェクトJと

いって大分大学の~-J:1ーの自主側 副鋭利 元気力を引き/11し、金剛辺公、災施能力怖を

11Uめるため 学生から祈きのいいプロジェク卜を捗jj!し、その折助を全両的にバックア y

プし、学舗の話軌を届し て、白午}kV地域の市制化がさらに瓜がっていく ことをI.l(t.jとし

たプロジ 町ク}守サ.私たちのtjr，'!sIJはこの rfj号きいきプロジ ιク，.Iに保川されたため、

大学からの資金銀WJを畳けa~M会的Ill ltmを実現4 ることができ京した.

今回、このI~秘会を過して帥がいのある子 どもたちの現状や、今このm枕Uについて胡'JJj

って取り創tんでいる1'11体について 知っていただきたいと均えCいます.また、ワークシ

日ツプでは 歩加して〈ださった人たちの生の戸を聞き、そこから何か行動を起こゆきっ

かけづくりにしたいと思います.

段級になりましたが、私たちが情動を行えるのも闘がいのある子どもや{制傷者の官級、

ボランティア、その他ご協力くださいました聞係者の料保町おかげだと思っておりま寸.



この場を併りてお干しを'1'し上げま寸.
帥がいのあるよ子ど私たちの!~かな級協!後のためには、まだまだ多くの1m幽- :\l凶が伐っ

ています。このJHJ岨・撚凶は当会だけで解決することでは決してありまぜん。師もむについ

てJ く即解し、 二子を~tIう 保t録者の方々。師がい卯や保祖母fを畳け入れ、強〈支え てく れる

絡股や峨品の方々.この他にも、様々な人必の制解 協力 つながりが必張だと 当合で

は均えています一.仰舟干することで日制s'こ州き合うことかでき、協力すること'('l1lJ岨制決に

取り組むことができ‘つながりをもつことで問掴を一人で抱えこまずによいので寸、 当会

の活動で上胞で仙げたm解協力 つながりが多〈の人々の聞にf止まれることを強〈刷
っています.J;!後になりますが、 これからも当会へのJ!I!M 協力 つながりを皆様方に持

っていただくことを切に刷っております。
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